
問６０ この第九の戒めは、私たちに何を教えていますか。（第九の戒め：
「あなたの隣人について、偽りの証言をしてはならない」） 

 
答え 私たちが、ただ真実を愛し、本当のことだけを言うことです。 

私たちは、うそを言ったり、陰口や悪口を言ってはいけません。 
 
聖書 ですから、あなたがたは偽りを捨て、それぞれ隣人に対して真実を

語りなさい。（エペソ人への手紙４章２５節） 
 
＜解説＞ 
 言葉が非常に大きな力を持っていることは私たちがよく知っていることで
しょう。人の言葉が、どれほど人を傷つけ、人を打ち倒し、時には命すら奪
うことがあります。そのような言葉の力を知る私たちは、言葉を発する時に
はくれぐれも注意しなければなりません。そして、私たちは、そのような言
葉の力を知るからこそ、人を傷つけたり、否定的な言葉や人を打ち倒すよう
な言葉ではなく、むしろ人を励まし、慰め、人を建て上げ、人を生かす言葉
を与えられたいと思わされます。 

そして、そのような言葉は、真実な言葉、真理の言葉として語られなけれ
ばなりません。しかもエペソ人への手紙４章１５節に「愛をもって真理を語
り」とありますように、愛をもって真理を語らなければなりません。そし
て、そのような私たちの言葉こそが真に周りの人々を生かす言葉となってい
くのです。 

「私たちは、舌で、主であり父である方をほめたたえ、同じ舌で、神の似
姿に造られた人間を呪います。同じ口から賛美と呪いが出て来るのです。私
の兄弟たち、そのようなことが、あってはなりません。」（ヤコブの手紙３章
９，１０節）私たちは、日々どのような言葉を口にしているでしょうか。本
来出るべきでない言葉が私たちの口から出ていることはないでしょうか。 
 

５月１０日（日）主日礼拝レジュメ 
「何のために集められたのか」 使徒の働き７章１７～４３節 
 
 ステパノは、ここからモーセについて語るが、ステパノの説教において最
も⾧い。 
 

ステパノはモーセの人生を三つに分ける。２０～２２節のエジプトでの養
育期で、２２節には「モーセは、エジプト人のあらゆる学問を教え込まれ、
ことばにも行いにも力がありました。」と言われている。このように主ご自
身がモーセをイスラエルの民をエジプトから導く指導者として「ことばにも
行いにも力のある者として整えられた。次が２３節以降で、モーセが４０歳
になってからのことであり、４０歳になってモーセに人生最大の危機が訪れ
る。それは、「自分の同胞であるイスラエルの子らを顧みる思いが、その心
に起こった」ということです。しかし、人々はモーセを受け入れませんでし
た。しかし、３０節を見ると、そこからさらに４０年が経ち、ある意味モー
セの人生における別の転換期が訪れた。シナイ山の荒野において、柴の燃え
る炎の中で、御使いがモーセに現れた。そして、イスラエルの民に対する出
エジプトのみわざや四十年間の荒野での旅などは３６節に短くまとめられて
いる。３８節の「生きたみことば」とはモーセが主から授けられたいわゆる
モーセの律法を指していると思われる。律法が与えられていることは、イス
ラエルの民にとっては大きな特権だった。それは、神とイスラエルの民が契
約を結んでいるしるしだから。つまり、律法を守って生きることでイスラエ
ルの民は神の契約の民であり得た。そしてステパノは、３９節で律法に逆ら
っていたのは、私たちの先祖たちだと言い、モーセに従うことを好まず、か
えって彼を退け、律法への不服従が４１節では子牛の像を造るという偶像礼
拝にまで発展したと語っている。 

 
  



４２節で「そこで、神は彼らに背を向け、彼らが天の万象に仕えるに任せ
られました。」と言われています。これは、ローマ書１章２４，２６，２８
節にも通じるが、これも一つの神のさばきと言える。そして、不信仰なイス
ラエルの民の姿は、真実な神への礼拝の姿勢が失われるかたちで現れた。律
法に定められたいけにえとささげ物を神のもとに携えて来ることもなく、心
からの真実な礼拝を神に献げることもなかった。それが４３節では天体を神
とする偶像礼拝に発展し、最後はバビロン捕囚というさばきとなって現れた
ということです。モーセの不在時に自分たちに先立って行く神々として金の
子牛の像を作ったり、天の万象を偶像の神としてそれらに仕えたりして、イ
スラエルの歴史は、まさに神への不服従と偶像礼拝とそれに対する神のさば
きの歴史であったことをステパノはここで言おうとしている。 

 
モーセは確かに神に召されましたが、イスラエルの民は決して彼を受け入

れようとはしなかった。出エジプトのみわざを見せられても、モーセに逆ら
い続け、偶像礼拝の罪を犯し続けた。そして、モーセを受け入れなかった先
祖たちのように、あなたがたはイエスを受け入れようとせず、それどころか
イエスを十字架につけて殺してしまったではないかとステパノは最高法院を
構成している人々に訴えようとした。まさに、イスラエルの歴史は、神への
不服従と偶像礼拝とそれに対する神のさばきの歴史であった同時に、神が立
てた指導者に従わず拒絶する歴史であり、それがイスラエルの罪の歴史とな
った。 

 
イスラエルの歴史は争いの歴史だったと言える。これは、他国との争いで

はなく、仲間内での争い。モーセを受け入れず争い、そして預言者を受け入
れず、預言者と争い、イエスを受け入れずイエスと争い、イエスの弟子であ
った使徒たち例えばペテロやヨハネを受け入れず彼らを迫害することで争
い、そしてステパノと争っている。まさに「あなたがたは兄弟だ。どうして
互いに傷つけ合うのか。」とモーセが、同胞たちが争っているところに現

れ、和解させようとしているが、ステパノもそう言いたかったのではない
か。そして、主イエス様ご自身が、「あなたがたは兄弟だ。どうして傷つけ
合うのか。」と私たちに言われているのではなかろうか。私たちが集められ
ているのは、傷つけ合うためなのか、イスラエルの民のように神が立てられ
た指導者に逆らい、罪に罪を重ねる、そのような罪の歴史、負の歴史を重ね
るために、私たちは集められているのかと主イエス様は問われているのでは
ないか。私たちには、神がお立てになった教会のかしらである主イエス様が
おられ、私たちは、この大牧者に従う。そして、私たちにはみことばが与え
られていて、このみことばに従う。そして、私たちには賜物としての聖霊が
与えられていて、この聖霊のもとに一致することができるし、一致しなけれ
ばならない。多くの恵みが与えられている私たちは、主ご自身が「あなたが
たは兄弟だ。どうして互いに傷つけ合うのか」と言われることがないよう
に、罪に罪を重ねる教会の歩みとならないようにしなければならない。 
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